
流
通
革
命
と
流
通
近
代
化
の
方
向

宇
　
　
野

政
　
　
雄

712

　
こ
こ
数
年
「
流
通
革
命
論
」
が
展
開
さ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
著
書
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
業
界
に
大
き
な
シ
ヨ
一
ヅ

ク
を
与
へ
た
。
五
年
後
に
は
間
屋
、
小
売
店
は
半
分
に
な
り
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
、
大
規
模
小
売
店
の
ス
ー
パ
ー
が
市
場
の
大
半
を
占
拠

す
る
－
」
と
に
た
ろ
う
と
い
っ
た
予
想
が
提
供
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
数
字
的
根
拠
に
つ
い
て
は
と
に
か
く
と
し
て
、
何
故
、
こ
の
よ

う
な
「
流
通
革
命
論
」
に
多
く
の
関
心
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
自
分
達
の
た
っ
て
い
る
基
盤
に
動
き
が
で
て
き
た
、
そ
の
た
め
流

通
機
構
が
か
わ
っ
て
ゆ
く
の
で
ば
な
い
か
と
多
く
が
感
じ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
「
流
通
革
命
論
」
が
受
入
れ
ら
れ
る
根
拠
が
あ
っ
た
と
み

て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
o

　
資
料
ω
を
み
れ
ぽ
わ
か
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
消
費
水
準
は
昭
和
三
十
年
前
後
に
戦
前
（
昭
和
九
年
－
十
一
年
）
の
状
態
に
も
ど
り
、
そ

の
後
、
現
在
で
は
五
割
以
上
も
上
昇
を
つ
づ
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
資
料
②
を
み
れ
ぼ
わ
か
る
よ
う
に
、
た
と
え
ぱ
昭
和
二
十
九
年
に
二

二
、
六
七
八
門
が
都
市
世
帯
に
お
げ
る
平
均
月
間
支
出
額
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
三
十
二
年
に
は
約
三
千
円
増
加
し
て
二
五
、
六
〇
八
円
、

三
十
四
年
に
は
さ
ら
に
三
千
円
増
加
し
て
、
二
八
、
九
〇
二
円
、
三
十
六
年
に
は
、
さ
ら
に
五
千
円
以
上
も
上
昇
し
て
、
三
四
、
三
二
九
円

と
急
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
二
年
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
、
資
料
⑧
に
み
る
通
り
、
昭
和
三
十
七
年
に
お
い
て
は
、
四
三
％
増
を

示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
資
料
②
の
三
行
目
、
穀
類
の
支
出
を
み
る
と
、
昭
和
二
十
九
年
に
四
、
一
一
七
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
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全国消費水準
　　草義育莇≡…姜弩窒　（田召9～11勾≡＝100）

資料（1）

会計年度平均1（轟繍労島）；苧全国農家芥1一

■

昭和30年 i 108．3 131．2

31 ■ 010．3
」

1 183．6
■

一 32 120．1 137．4
■

i ■

■ 33 126．4
，

I ≡
146．8

』
■ 34 129．2 ≡

■
！

146．3
i
『 35 138．7 ■ 157．3
」 ■

≡
36 ■ 143．8 167．2

■

注　1、農村数字は農林省発表32年度基準指数をそれぞれ
　　　　35年度，戦前の各基準に換算した。

　　2．農村の年度数字は，いずれもr年次統計」による
　　　　もので，建物減価償却費等を含む。

資料：経済企画庁「消費水準」

品
業
界
に
は
、
購
買
力
は
そ
れ
ほ
ど
ふ
り
む
け
ら
れ
な
い
、

ジ
ソ
の
増
加
を
要
求
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
何
故
な
ら
ば
、

と
し
て
は
平
均
利
益
が
五
割
あ
が
っ
て
当
り
前
で
、
か
り
に
三
割
し
か
利
益
が
上
昇
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ぱ
、

味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
米
屋
に
ふ
り
む
け
ら
れ
る
支
出
全
体
は
十
年
前
に
く
ら
べ
一
割
近
く
も
へ
っ
て
き
て
い
る
か
ら
、
前
述
の
よ
う
に

同
業
で
転
業
考
が
で
る
か
、
ま
た
は
取
扱
マ
i
ジ
ン
が
ふ
え
な
け
れ
ぱ
、
企
業
的
発
展
が
の
ぞ
め
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
着
干
、
マ
ー

ジ
ソ
の
増
加
は
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
幅
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

三
十
二
年
に
は
三
、
九
ニ
ハ
円
、
三
十
四
年
に
は
三
、
八
八
四
円
、
三
十
六
年
に

は
三
、
六
五
九
円
、
そ
し
て
三
十
七
年
に
は
、
三
、
五
六
九
円
と
次
第
に
低
減
し

て
い
る
。
こ
れ
は
何
を
物
語
っ
て
い
る
か
、
支
出
は
四
、
五
割
の
び
て
い
る
が
、

穀
類
へ
の
支
出
は
反
対
に
、
一
割
方
へ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
消
費

者
の
購
買
力
が
五
割
ふ
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、
穀
類
へ
の
支
出
も
五
割
ふ
え
て

よ
い
は
づ
だ
が
、
逆
に
一
割
近
く
も
へ
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
は
三
杯
の
主
食
が

二
杯
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
主
食
を
と
る
こ
と
に
追
わ
れ
た
終
戦
後

十
年
問
に
対
し
、
そ
の
後
の
十
年
問
は
よ
う
や
く
、
副
食
や
衣
料
に
ふ
り
む
げ

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
所
得
の
急
激
な
上

昇
が
支
出
構
造
を
急
激
に
変
化
さ
せ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
都
市

ぱ
か
り
で
な
く
程
度
の
差
は
あ
れ
、
農
村
に
つ
い
て
も
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
る

こ
と
は
資
料
③
、
㈲
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
前
例
で
言
え
ぱ
主
食

　
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
米
屋
は
、
店
舗
数
が
へ
る
か
、
あ
る
い
は
、
取
扱
マ
ー

消
費
支
出
が
全
体
と
し
て
五
割
ふ
え
て
お
る
の
だ
か
ら
、
遇
去
十
年
聞
に
業
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
質
的
に
は
斜
陽
化
を
意
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そ
こ
に
調
味
料
や
カ
ン
ヅ
メ
な
ど
関
聯
販
売
に
米
屋
が
力
を
入
れ
は
じ
め
て
き
た
理
由
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
釆
食
料
品
店
や
牛
乳

店
で
販
売
し
て
い
た
も
の
を
米
屋
で
も
と
り
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
明
ら
か
に
流
通
機
構
の
変
化
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
所
得
の
急

激
な
上
昇
が
、
急
激
に
消
費
構
造
を
か
え
て
き
た
、
そ
こ
に
流
通
業
界
で
、
の
び
る
も
の
と
、
の
び
な
い
も
の
が
で
て
く
る
。
そ
の
た
め

の
び
な
い
も
の
は
、
の
び
る
も
の
を
と
り
あ
げ
て
ゆ
く
、
そ
れ
は
あ
き
ら
か
に
流
通
機
構
の
変
化
で
あ
る
。
流
通
革
命
論
の
展
開
に
対

し
、
実
業
界
が
耳
を
か
た
む
げ
る
に
至
っ
た
の
は
、
右
の
よ
う
に
よ
っ
て
も
っ
て
立
つ
基
盤
に
大
き
恋
変
化
が
で
て
き
た
こ
と
が
原
因
だ

と
い
え
よ
う
。
資
料
ω
を
み
れ
ぼ
わ
か
る
よ
う
に
昭
和
三
十
二
年
と
三
十
七
年
で
は
、
消
費
支
出
の
平
均
四
・
三
％
増
に
近
い
も
の
は
、

被
服
（
三
八
・
四
％
増
）
そ
れ
に
対
L
、
穀
類
は
前
述
の
よ
う
に
九
一
％
と
お
ち
、
副
食
は
反
対
に
五
二
％
増
を
示
L
て
い
る
。
ま
た
耐

久
消
費
財
や
家
具
へ
の
支
出
は
二
〇
二
％
と
倍
以
上
の
高
率
な
の
び
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
旅
行
、
リ
ク
リ
ェ
ー
シ
里
ソ
、
教
育
た
ど
雑
費
へ
の
支
出
も
五
〇
・
八
％
増
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
過
去
五
年
聞
に
、
平

均
的
た
麦
出
増
は
被
服
費
、
そ
れ
に
対
し
減
少
を
示
し
た
の
は
穀
類
、
著
る
し
い
の
び
を
示
し
た
の
は
住
屠
費
、
そ
し
て
、
雑
費
の
支
出

も
平
均
以
上
を
着
実
に
増
加
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
こ
れ
か
ら
昭
和
四
十
五
年
位
ま
で
は
つ
づ
く
と
み
ら
れ
て

お
り
、
資
料
⑥
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
所
得
倍
増
計
画
が
達
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
昭
和
四
十
五
に
は
、
十
年
前
に
く
ら
べ
、
平
均
消

費
麦
出
二
・
…
二
借
に
対
し
、
被
服
二
・
五
五
倍
。
住
昼
二
・
五
一
借
、
雑
費
二
・
九
五
倍
、
と
し
て
食
料
費
は
一
・
七
倍
（
内
訳
穀
類

○
・
九
九
倍
、
副
食
五
・
九
七
倍
、
外
食
一
〇
・
七
四
借
）
と
い
う
見
透
し
が
政
府
に
お
い
て
た
へ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、
筆
老

も
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
経
済
企
画
庁
の
国
民
生
活
向
上
対
策
審
議
会
で
当
局
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
審
議
会
で
了
承
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
と
に
後
述
す
る
通
産
省
の
産
業
合
理
化
審
議
会
流
通
部
会
で
資
料
ω
の
よ
う
な
業
種
別
商
店
数
の
推
定
が
み
ら
れ

て
き
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
昭
和
三
十
五
年
に
飲
食
品
小
売
店
が
六
七
万
店
で
あ
っ
た
も
の
が
昭
和
四
十
七
に
は
四
万
軒
整
理
さ
れ
て
六

三
万
店
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
根
拠
で
あ
る
。
　
（
も
っ
と
も
、
後
述
の
流
通
近
代
化
の
方
策
に
よ
り
、
流
通
業
界
に
か
た
り
店
舗
数
の
低
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構　　　　成

昭和29年

22．678

10．995

4．117

3．116

　　374

　　627

6．878

4．961

1．560

　　357

1，22雀

　385

　306
　　89

螂
1．200

2‡695

1．706

　989

6．564

1．278

　393

　780
1．188

1．035

　369
1，521

の　　　推　　　移

昭和32年
…名i。。，・・。

43．5　■11，368

18．21

13．71

1，7

2，8

30．3
22・O　l

6．8

1．5j

5．41

1．7
・、・！

0．4

ユ1

　7

9
5

4．4

28．9

5．6

1．7

3．4

5，3

4．3

1．6

6，7

3．916

3．243

　269
　404
7．452

5，200

工，695

　557

1．819

　659

　306

　115

　749

1．331

3．096

1．979

1．117

7．994

1．438

　488
　817
1．319

1．309

　358
2，265

　　　決

100．O

44，4

15，3

12．7

1．1

ユ．5

29，1

20．3

6．6

2．2

7．1

2．6

1．2

0．4

2．9

5．2

12，1

7．7

4．4

31．2

5．6

1．9

3．2

5．1

5．1

1．4

9．9

昭和34年
　　　　　　　　　　％

28，902　－100．0

　2，260　＝　42－4

　3，884　　ユ3．4

　3．237　　11．2

　　291　　1．0

　　356　　1．2

　8．376　　29．0

5．737　　　19．9

　1，897　，　　6．5

　　742　　2．6

2．600　　　9．0

　　688．　2．4

　　495－　1．7

　　138　　0．5

1．279　　　4．4

1．396　　　4．8

3．376　　　11．7

2．349　　8．1

1，027　－　　3．6

9，270’　32．1

1．5581　5．4

　583－　2．0

　947：　3．3
1，746　．　　6．0

1・414；4・9

　349’　1．2

2，673＝　9．3

昭和36年

1・・，…

1・3，。・・

3．6591

3，019・

　　317．

　　328

10．1831

6．875

2，357．

　　951

3・399．

1，014＝

　　531

　　166－

1，688

ユ，731

4，326；

3・086：

1，240．

11，031

ユ，884’

　　717．

1．0731

2．116

1．763

　　591

3，087

（全都市）

昭和37年

…名f・ξ呈・

。。．。」。。，。。。

ユ。、。1。，。。。

8．8i2．922

0．91364
1．O　j　288

29・7111・397

20．0　r　7．724

　6．9■　2．661

　2．8！　1．012

　9．9」　3．679

3・0」ユ，066．

1．31　625
0．5」　175
。．91。，。1。

。．。1。，。。。

12・6j4・2841

9・O12・7871

3・6ド・497－

32．1「12．055

5－512，065；

　2．1i　　763．

l
l
l
l
l
l
l
1

　　　劣

100．O

40．9

9．7

8．O

1．0

0，7

51．2

2ユ．1

7．3

1．8

10．0

2．9

1．7

0，5

4．9

11

　7

4

7
6
1

32．9

5，6

2．工

3．3

6．7

4．9

1．0

9．3
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資料（2） 消　　費　　支　　出
1昭和・・年1昭和・・年

消費支出総額

食　料費
穀

米　　　類

バ　ソ　類

そ　の　他
その他食料品

生活必需晶
菓子果物酒類

外　食　費

　12，ヱ25

　11，411
類1562

住　居　費

家賃・地代
設傭・修繕1

水遣料■
家具・什器1

光熱費1
被　服　費
奪のまわ。箒1

雑　　費1保健衛生費■

交通通信費「

教育文房具費1

教養娯楽費1

交　際　費’

たぽこ！
そ　の　他i

雛9．

107・

791

2ユ5

518

／　　　　　％　9，780　　ユ00．O

r5．302　60・4
1・舌20225．1

！3．099　35・3

i2．304263
704

91

568

41

99

23

205

392

993

！，725

551

178

172

562

　2
262

8．0

1．O

4．2

0．5

1．1

0，3

2．3

4，5

ユ1，3

19．6

6．3

2・0r
1．91

…1

3．0．

昭和25年　≡昭和27年

　　　グ　　　⊥■

6，880　’　57．4　　　9．134　　　5王。2

2．692　　22．5　　3，420　　ユ9．2

4．188　　34－9■　5．714

3，069　：　25．5　　　4．030

1，Oヱ2　　　　8．5　　　工，406

107　0．91　278

547・4・6i　866
131＝ユ．1；26ユ

154　・　　1．3　　　　　193

　52＝0，4！　84

210＝1・81328
596　5．O1982

1．473　12・312，579

32，0

32．6

7．9

1．5

4．8

1．4

1．1

0．5

1．8

5，5

14．5

2，484・O・7」4．2772・・0

689，

232’
290

921一

351

5・・l　g・6

1，9■　312

2．垂1　431

7．71　953

2，9，　347

一！1，278

5．4

1．8

2．4

5，3

1．9」

7．21

資料：総翼統計局「家計調査年毅」
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資料（3） 消費支出構成の推移 （全農村）

1昭和・・年！昭和・・年1昭和・・年1昭和・・年

　　　　　1　　　　　彩
消費支出総額　126．714　100．O

食料費．12．32046，1
穀類6．69925．1
米15．36220．1
その他食料費i1．237　　5．O

その他食料費1・，・・・…0

生活必需費　3．918　14．6
菓子果物酒類11．477　5・6

菱塞箏嚢犠1・・60－8

住居費　2．97411．1
借地借家料住宅維持修繕　1・919　　7・2

家具什器　1．055　3．9

光熱費　1．28914．8

被服費　2．93611．O
衣　　料、2．464　9・2
身のまわり品　　472　　1．8

雑費7．19527．0
保健衛生費　1，1工2　4，2

交通通信費．　532　2．2

教育費　7963．0
教養娯楽費　　896－3．4
交　際　費『1．569　5．9

二㍍。篇．ll：

　　　　劣
27・111：100・O

…3・・1…1

6，675．　25－1

5…11・0・1

1・26410
5．680　　　21，0

3．895　　　14．6

1，521　－　　5．6

　264　　1．0

3，105．11・1
1．970　　　　7．3

ユ，135　　　　3．9

1・236≡4－8

2，923－　11－0

2．453　　　9．2

　470　　1．8

7．492　　27．0

1．143　　　4．2

　564　　2．0

　818　3．0

　973　　3．4
1．517　　　5．9

　556　　2．0
1，861　．　　6．5

・W・一パ1・Wl・・莞

15．520　　　43－7　■12，827　＝　4ユ．6
。，。。。。。．。1。，。。。；。。．。

5．86918．7＝5，27プ17，1

1・194　4・211・134≡3・7
：：1：；llll1l1ll：ll：1：

1．629　　　　5．7　■　1，770　．　　5．7

・・・…r…1…
3・71213・Or4・260：13・8
2．002　　　7－0i　ヱ，8931　　6－1

1・710　6・012．36717・7

1・2824・5．1・438≡4・7

3，1・610・9■3・・68；1L3

2・6149・ユ12・916：9・5
　502　　　1．8　　　　5521　　1．8

9．945　　27．9　　8．7191　28．6

1・190　4・2一ユ・320；4・5

　611　2・1「6ユ2　2・0

　89・3・・180・12・6
1．089　3．8ヨ1．353　4．4

1・105　6・01・755＝5・7
　569　　　2．0　　　　566…　1－8

1．929　6・712．41117－8

資料：r農家経済調査報」
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賓料（4） 費目別指数 （全都市）

1雰翠！霧翠！翼翠1男翠 昭和29年

鐸燦
昭和36年 昭和37年5月

消費支出総額　「8，334．3ヨ46，869，7　　　　　　　　　■　食　　　　料！ユ2，4I46，660，580．3　　　　　　　　　「　穀類114．4156，368．7187．3！の他の食箒≡tl；1：l1：：1：簑；光　　熱．。1．1、。1．1。。1。。。．。被　　服jぬ。。ユ1。。。。。．。雑　費・・≡班・1・・、・孔・

1
3
4
．
1
1
2
1
，
8
9
3
．
4
1
3
6
．
6
1
8
6
．
9
1
3
0
．
1
1
3
9
．
7
1
3
8
．
O

1
4
3
．
0
1
3
1
，
7
9
1
．
1
1
5
2
．
9
2
0
2
．
3
1
2
2
．
8
1
3
8
．
4
1
5
0
．
8

資料：r総理府家計調査報告」

資料（5） 費目別伸び率 （全農村）

i騨燦燦 昭和
35年

l　　　　　　　　　　　　i　　　　　　i　　■　　1消費支出総額　　■ユ00－0≡ユOL5　　　　　　■

ユ07．ユ 1ユ5．3

　　　　　　■　1　　　　　料．100．0■ユ00，3　食’　　　　　　■　　　　　　；　」　　穀類100，099，61　　　　　1

1C！、6 1C4．1

98．O■ 95．7
■
↓ その他の食料　100・O！10LO 106．O 114．1

　　　　　　　≡住　　屠1100・り04・4
12里．8 143．2

，

光　熱．100019591被服！100，099，6 99．5 111．2

1016．1 118．1
「

雑　　費1100，d　　　　　l　　l
104．1 エエ1．O 工11．6

ヨ 1　「

1ユ53！

工1161

賓料（6）10年後の国民生活

消費支出
食

住

資料：農林省「農家経済報告」

穀

肉

外

　料

　類
乳　卵

　食
　居

家具什器
家賃地代設憾修繕

水　道　料

光　　　熱

電気ガス
被　　　服

衣　　　服
身のまわり晶
そ　　の　　他

雑　　費
交通通信
教養娯楽

2．33倍

1，70

0，99

5．97

10，74

3，51

6，35

1，68

2，48

1，58

3，45

2，55

1，90

2，95

2，95

4，24

3．14

資料：経済企画庁r国民生活向上対

　　策審議会資料」
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業種別商店数及び1店あたり従業者数捷定資料（7）

締嚢r織鱗婁、殼1欄
」；67万店

i
1
3
万
店
≡

■

昭和
商 店 数 19万店 30万店 ユ39万店

35年1（・贈1従業撤）1（…人）r（…人）1（…人）（…人）＝（…人）

！
＝
≡
≡
≡
　
　
　
」
一
■
■
－
■
≡
－
i
「
■
■

！昭和1商 店
　　■数1

21万店 36万店！ユ38万店
1・・年1（・店当り従業者数）　　　　」

：
i

・・万店1・・万店1　　　　「（2・9人）！（3・75人）■

（4－76入）」（3・35人）十 （3．41入）

　　　　≡i霊翠1（鳥当鳥業嘉）　　　　■

63万店 18万店 22万店
，

138万店
■
■
1
4
1
万
店
！

（…人）1（…人）1（…人）1（…人）1（…人）

出所：r産業合理化審議会流通部会」

減
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
こ
こ
で
と
り
あ
げ
て
い
な
い
）

　
所
得
と
消
費
麦
出
の
上
昇
が
消
費
構
造
を
か
え
る
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
あ
き

ら
か
で
、
そ
れ
が
業
界
に
浮
き
沈
み
を
与
え
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
支
出

上
昇
が
急
激
に
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
業
界
に
急
激
な
変
化
を
与
え
る
の
は
当
然

で
、
そ
こ
に
前
述
の
よ
う
な
流
通
機
構
の
変
化
が
み
ら
れ
て
く
る
の
も
、
ま
た
や

む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
右
の
よ
う
に
、
あ
ら
た
ま
っ
て
流
通
機

溝
の
変
化
を
間
題
と
し
て
と
り
あ
げ
た
く
と
も
、
わ
れ
わ
れ
の
周
囲
の
流
通
機
構

は
徐
々
に
か
わ
っ
て
き
て
い
る
、
一
例
を
あ
げ
れ
ぼ
、
ナ
ベ
、
カ
マ
を
版
売
す
る

金
物
店
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ガ
ラ
ス
製
の
コ
ヅ
プ
を
買
い
、
ゴ
マ
の
ス
リ
コ
ギ
棒

（
木
製
品
）
を
購
入
し
て
い
る
、
ガ
ラ
ス
製
品
は
ガ
ラ
ス
店
が
あ
る
は
づ
だ
が
、

そ
れ
を
金
物
店
で
も
販
売
し
て
い
る
、
あ
き
ら
か
に
流
通
機
構
に
変
化
が
あ
る
わ

げ
だ
が
、
こ
れ
は
、
同
じ
材
料
の
商
品
を
取
扱
う
こ
と
か
ら
、
同
じ
用
途
の
商
品

を
取
扱
う
方
向
に
か
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
金
物
店
か
ら
家
庭

用
品
店
へ
の
転
換
で
あ
る
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
ラ
ジ
オ
店
は
戦
前
に

あ
っ
た
が
、
い
ま
は
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
洗
擢
穣
を
飯
売
す
る
家
庭
用
電
機
店
で

あ
り
、
炭
店
は
、
プ
ロ
パ
ソ
ガ
ス
、
石
油
コ
ソ
ロ
の
オ
イ
ル
を
飯
売
す
る
家
庭
用

燃
料
店
に
な
り
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
材
料
の
商
晶
を
販
売
す
る
商

店
か
ら
同
じ
用
途
の
商
品
を
飯
売
す
る
商
店
へ
と
か
わ
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
在

4CO



だ
が
、
そ
の
意
味
で
は
米
屋
が
カ
ン
ヅ
メ
、
調
味
料
、
飲
料
品
を
販
売
す
る
食
料
品
店
化
す
る
こ
と
は
そ
の
論
理
か
ら
み
て
自
然
の
方
向

と
考
え
ら
れ
る
が
、
｝
」
の
よ
う
な
傾
向
を
筆
者
は
、
販
売
競
争
の
イ
ソ
タ
i
タ
イ
プ
競
争
と
よ
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
同
業
同
士
の
競

争
（
－
」
れ
を
水
平
的
競
争
と
よ
ぶ
）
だ
け
で
な
く
、
同
じ
よ
う
な
商
品
を
経
営
形
態
の
異
丘
る
異
業
種
で
も
と
り
あ
げ
る
か
ら
、
イ
ン
タ

ー
タ
イ
プ
競
争
が
加
わ
っ
て
き
た
と
み
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
水
平
的
競
争
が
な
く
な
り
、
イ
ン
タ
ー
タ
イ
プ
競
争
に
か
わ
っ
た
と
い

う
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
同
業
同
士
の
競
争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
以
外
に
、
異
業
種
と
の
聞
に
イ
ー
タ
ー
タ
イ
プ
競
争
も
や
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
れ
だ
げ
販
売
競
争
が
激
化
す
る
と
み
て
よ
い
が
、
ト
」
の
よ
う
な
販
売
が
と
く
に
、
こ
の
十
年
間
に
冒
立
っ
て
ふ
え
て
き

た
か
ら
「
流
通
革
命
論
」
が
危
機
感
と
し
て
業
界
人
に
大
き
く
シ
亘
ヅ
ク
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
前
項
で
は
、
流
通
革
命
論
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
背
景
と
杢
言
う
べ
き
、
業
界
の
、
拠
っ
て
も
っ
て
た
つ
基
盤
に
動
き
の
で
て
き
た
こ
と

二

522

を
申
述
べ
た
が
、

資料（8）

我が国スーパーマー

　　ケヅトの発展

（日本セルフサーピス協会調）

現
象
面
か
ら
流
通
革
命
論
展
開
の
支
柱
と
な
っ
た
も
の
に
ス
ー
パ
ー
の
急
激
な
発
農
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

年次 店 舗 数
昭
和
2
8
年
　
3
3
年
　
3
4
年
　
3
5
年
　
3
6
年
　
3
6
年
　
3
7
年

　
ユ
店
　
1
0
0
〃
　
4
9
2
〃
　
8
8
8
”
1
，
3
3
7
〃
1
，
9
3
4
〃
2
，
7
0
0
〃

（呈裟詰姦茎毒店）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
料
⑧
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
昭
和
二
十
八
年
に
ス
ー
バ
ー
の
第
一
号
が
東
京
に
設
立
さ
れ

て
か
ら
、
五
年
後
の
三
十
三
年
に
は
百
店
、
そ
れ
が
翌
年
に
は
五
〇
〇
店
、
翌

年
に
は
八
○
○
店
と
幾
何
倍
数
的
な
増
加
を
み
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ス
ー
バ

ー
が
小
売
市
場
を
独
占
し
、
他
の
小
売
店
は
大
半
消
減
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
た
の
も
無
理
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
｝
」
の
調
子
で
行
げ
ぱ
、
お

そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ
ー
の
過
去
に
お
げ
る
発
展
傾
向
か
ら
お
し
て
、
日

本
で
も
資
料
側
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
、
八
千
店
近
い
も

401
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賓料（9）

　　　スーパーの将来（目本とアメリカ）

アメリカ本

スーパー数年スーバー数i年
≡昭罵28年 1　　ユ930年

昭和33年　　　492　　1935年

　　34　　　　　888

　　35　　　　　　1．337　　　　　1937

　　36　　　1．934

　　37　　　　　　2．700　　　　　1939

　　38　　　3．400

　　39　　　　　4．000　　　　1941

　　40　　　4．600

　　41　　　　　5．100　　　　1943

　　42　　　5．570

　　43　　　　　6．100　　　　1945

　　44　　　6．600

　　45　　　　　7．000　　　　1947

　　46　　　7．400

　　47　　　　　　7，860　　　　　ユ949

資料：産業合理化審議会流通部会

　
1日

一
年

300

3，066

4，982

8，175

9，100

9．575

10，045

13，089

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
し
て
、
と
く
に
外
国
ス
ー
パ
：
の
国
内
進
出
が
取
沙
汰
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
を
契
機
に
、

制
定
の
要
望
が
強
く
打
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
通
産
省
と
し
て
は
、
産
業
合
理
化
審
議
会
流
通
部
会
に
そ
の
是
非
を
諮
閲
す
る

こ
と
と
な
り
、
過
去
三
年
間
慎
重
な
審
議
が
な
さ
れ
た
が
、
筆
者
も
そ
の
委
員
と
し
て
ト
」
の
間
題
を
検
討
す
る
機
会
を
持
っ
て
今
臼
に
至

っ
て
い
る
。
そ
の
間
の
事
情
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
ス
ー
パ
ー
発
展
と
こ
れ
か
ら
の
方
向
に
つ
い
て
筆
者
の
意
見
を
以
下
に
の
べ
る
が
、

そ
れ
以
前
に
、
何
故
、
こ
の
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
が
急
速
に
の
び
て
き
た
か
を
説
明
せ
ね
ぱ
た
ら
な
い
。
食
料
品
、
雑
貨
品
を
中
心
と
す
る

最
寄
品
は
、
単
価
が
小
さ
く
、
購
買
回
数
の
多
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
消
費
老
は
、
購
入
の
手
間
や
時
間
を
か
け
た
が
ら
た
い
習
性
を
持

っ
て
い
る
か
ら
、
最
寄
品
小
売
店
と
し
て
は
、
立
地
条
件
が
、
そ
の
発
展
の
カ
ギ
を
に
ぎ
る
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
最

の
が
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
っ
た
見
方
も
と

ら
れ
、
し
か
も
、
今
日
、
ア
メ
リ
カ
の
食
料
品

販
売
の
八
割
近
く
を
ス
ー
バ
ー
が
に
ぎ
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
目
本
の
ス
ー
パ
ー
も
同
じ
く
、

小
売
市
場
を
犬
半
に
ぎ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
い

っ
た
見
方
も
と
ら
れ
、
資
料
ω
の
よ
う
に
ス
ー

パ
ー
発
展
予
想
が
通
産
省
事
務
当
局
で
計
算
さ

れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
当
否
は
別
と
し
て
、
何

故
、
こ
の
よ
う
に
ス
ー
パ
…
の
発
展
が
急
速
に

み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
前
述
の
よ
う
に
こ

こ
数
年
の
ス
ー
パ
ー
の
の
び
は
、
一
般
小
売
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ー
パ
ー
規
制
法
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賓料（10〕 日本のスーパーの発展予想

；実際にス｛を利用する世帯比率上11世帯対応・・年・・年・・年1

1分小売販売額　　　　・・．・・・・・…
一世帯あた1品目別スーパ｛ヶl1購入比率1・。・・…．・・・・・…i

1食　　料
一家庭用品
≡被　　服
■

」薙　　品

1　　　55％
■　　　　　50

　　　　35
＝　　　45

一世帯あたりスーパー炉一ケットヘの支出額
25．3％

総支出額
小売対応分支出

総消費支出
1スーパーマーケヅトの予想販売高

1人あたり販売高

星従業員数
≡1店あたり人口

i店舗数

・・・・・・・…；・・…1

・，・・O億円：・O，7・・億円1・・，8・・億円．

450万円　550万円　650万円
・も・・人；…，…人…，・・人1

・・人1・・人 35人

・，700店r・，570店7，860店

（〃）

マ唖の品るさめ桑大要し立うとれ小ら寄
1がはメにせ飯っ々講’しこもぼ売れの
ジ’そ1至る売げ的す多たと’’店たと
ン無のカつマ店’なる額メにかそにわこ
が名た1て1が指広よの1ななれおげろ少メめ’いケ仕名告りマカるりほいだで
な1で菓るテ入貿宣はllののどてが販いカあ予。イれい伝むジとで発販は’売
の1りメ有ソざをでしンL’展売’そさも品’1カグる習自ろをて犬が努立のれ
同にこカ広戦を箪社’提は量約力地こる
じ対の1告略得っブ直供最生束を条と商
理し種な主のなげラ接し寄産さ展件は品
由’メξに展い’ソ消て品体れ開さ’と
で一1が’開よそド費販店制るしえこ名
あ般カ多食をうのを着売にをとたよの付
るに1い料みにた印にを対確いくけ種け
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穣成別広告費の移り変わり賓料（11〕
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電通「目本の広告」（1962年）

（
こ
の
詳
細
は
拙
著
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
入
門
五
二
頁
以
下

並
に
八
六
頁
以
下
参
照
）
、
巳
本
の
広
告
媒
体
中
、
新

聞
、
雑
誌
な
ど
印
刷
構
体
の
ほ
か
に
、
あ
た
ら
し
く
ラ
ジ

オ
、
テ
レ
ビ
の
広
告
構
体
が
加
わ
っ
た
の
は
、
ス
i
パ
ー

発
生
と
期
を
一
に
す
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
、
広
告
費
は

資
料
⑪
に
み
る
通
り
、
急
激
な
増
加
を
み
せ
て
い
る
が
、

そ
の
場
合
の
有
力
広
告
主
は
、
前
述
の
よ
う
に
最
寄
品
メ

ー
カ
ー
に
多
い
か
ら
、
そ
の
た
め
ブ
ラ
ソ
ド
の
指
名
貿
い

が
な
さ
れ
る
結
果
、
か
な
ら
ず
し
も
小
売
店
の
販
売
員
を

必
要
と
し
た
い
、
つ
ま
り
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
方
法

が
可
能
に
な
て
き
た
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に

お
い
て
は
、
す
で
に
三
十
年
前
に
セ
ル
フ
サ
ー
ピ
ス
の
ス

ー
パ
ー
が
発
展
し
て
今
日
に
至
っ
た
が
、
日
本
の
場
合
、

終
戦
直
後
に
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
方
式
が
提
唱
さ
れ

て
も
、
そ
の
適
格
品
（
有
名
ブ
ラ
ソ
ド
品
）
が
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
か
っ
た
㌣
」
と
が
、
ス
ー
パ
…
を
発
展
さ
せ
な
か
っ

た
一
因
と
み
ら
れ
る
。
と
同
蒔
に
、
ア
メ
リ
カ
で
ス
ー
パ

ー
が
三
十
年
前
に
出
現
し
た
根
拠
と
し
て
、
前
述
の
よ
う

40く
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に
最
寄
品
に
お
い
て
は
、
有
名
メ
ー
カ
ー
品
が
ふ
え
る
傾
向
に
あ
る
一
方
、
小
売
店
は
次
第
に
低
マ
ー
ジ
ソ
商
品
を
取
扱
う
、
」
と
か
ら
、

進
歩
的
小
売
店
は
、
当
然
、
商
品
回
転
率
の
検
討
と
同
時
に
、
経
費
の
節
約
を
考
え
る
に
至
っ
た
。
な
か
で
も
一
番
大
き
い
の
が
人
件
費

で
あ
っ
た
か
ら
、
販
売
員
を
お
か
な
い
で
販
売
す
る
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方
式
を
展
開
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
経
費
が
安
く
つ
く
、
そ
の
こ
と

に
よ
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
最
寄
品
店
は
、
マ
ー
ジ
ン
が
二
十
五
％
か
ら
三
〇
％
程
度
な
げ
れ
ぼ
や
れ
た
か
っ
た
も
の
が
十
七
％
に
ま
で
引

き
下
げ
る
－
」
と
が
可
能
に
な
っ
た
、
も
っ
と
も
、
そ
れ
が
顧
客
に
不
便
を
与
え
る
の
で
あ
れ
ぼ
こ
の
方
式
は
長
続
き
し
た
い
が
、
む
し

ろ
、
の
び
の
び
買
え
て
よ
ろ
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
結
果
的
に
は
、
ス
ー
パ
ー
は
一
般
小
売
店
が
顧
客
一
人
当
り
三
五
セ
ソ
ト
の
購
入
に

対
し
、
一
・
五
乃
至
ニ
ド
ル
の
購
貿
を
み
る
に
至
っ
た
（
詳
細
は
早
稲
田
商
学
二
一
〇
号
拙
稿
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ヅ
ト
と
自
動
販
売
機
昭

和
三
十
一
年
一
月
発
行
参
照
）
、
顧
客
に
よ
ろ
｝
」
ば
れ
た
が
ら
し
か
も
売
手
と
し
て
経
費
が
節
約
で
き
発
展
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
た
ち
童
ち
・
」
の
販
売
方
式
が
ア
メ
リ
カ
で
展
開
さ
れ
、
そ
れ
が
戦
後
ヨ
i
ロ
ッ
バ
で
も
、
そ
し
て
目
本
に
も
ひ
ろ
が
っ
て
き
た
わ

げ
だ
が
、
目
本
の
場
合
、
前
述
の
よ
う
に
、
セ
ル
7
サ
ー
ピ
ス
を
可
能
に
す
る
有
名
メ
ー
カ
ー
品
が
広
告
宣
伝
の
拡
大
と
と
も
に
ふ
え
て

き
た
こ
と
、
な
ら
び
に
、
ム
ら
一
つ
所
得
倍
増
政
策
の
実
施
が
若
年
労
働
者
を
急
速
に
商
店
か
ら
他
部
門
へ
移
動
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
も
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
ス
ー
パ
ー
を
現
出
さ
せ
る
に
至
っ
た
圭
言
え
よ
う
。
つ
ま

り
、
ア
メ
リ
カ
の
三
十
年
前
同
様
、
目
本
で
も
人
件
費
の
問
題
で
商
店
は
真
剣
に
そ
の
合
理
化
を
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
閤
題
、
そ
し
て
広
告
宣
伝
の
展
開
が
、
い
づ
れ
も
昭
和
三
十
年
前
後
か
ら
急
速
に
あ
ら
わ
れ
て
き

た
こ
と
が
ス
ー
パ
ー
を
続
出
さ
せ
て
き
た
背
景
と
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
ス
ー
パ
ー
の
発
展
が
メ
ー
カ
ー
に
対
し
、
プ
リ
バ
ッ
ケ
ー

ジ
の
検
討
、
販
売
員
に
か
わ
る
イ
ソ
フ
オ
ー
マ
テ
イ
ブ
ラ
ベ
ル
の
作
成
な
ど
に
、
研
究
の
目
を
む
げ
さ
せ
、
両
は
相
ま
っ
て
、
急
速
な
セ

ル
フ
サ
ー
ピ
ス
店
の
発
展
が
み
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
食
料
品
、
雑
貨
品
を
中
心
と
し
た
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
し
、
衣
料
品
を
中
心
と
す
る
セ
ル
7
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0
　
よ
　
　
サ
ー
ビ
ス
店
の
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
が
同
じ
く
た
い
頭
し
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
0
老
版
　
　
　
が
、
そ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
、
資
料
胸
に
み
ら
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
得
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
0
所
年
　
　
　
に
、
戦
前
と
戦
後
に
お
い
て
は
、
所
得
の
平
準
化
が
み
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
2
8

鱗
　
　
　
　
　
　
　
　
剖
　
纂
つ
た
か
ら
、
衣
料
品
、
身
廻
品
の
貿
回
品
炉
一
対
し
て
は
、

布
老
報
）
か
っ
て
の
よ
う
に
、
そ
れ
ほ
ど
製
品
や
価
格
ラ
イ
ソ
に
購
入
の

臓
　
　
　
　
　
・
。
榊
篇
警
ろ
く
な
く
葦
と
い
え
る
。
一
ま
り
・
衣
料
品
中
と

累
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如
低
次
り

得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌶
く
翫
着
・
靴
下
隻
に
つ
い
て
は
；
ス
ζ
が
可
穫
な

所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庁
統

人
則
画
税
り
ブ
ラ
ソ
ド
に
よ
る
購
入
が
み
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
つ
童
り
買

個
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
積
済
（
　
　
回
品
と
考
え
ら
れ
た
衣
料
晶
に
も
、
戦
後
は
最
寄
晶
的
性
椿
を

　
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
累
経
る

α
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
も
の
が
ふ
え
て
き
た
と
い
う
－
」
と
で
、
そ
の
た
め
食
料

錦
　
　
一
累
積
所
得
、
　
　
鮒
品
・
護
品
を
中
心
と
す
る
二
－
了
ヶ
一
－
に
対
・
・

衣
料
品
を
申
心
と
す
る
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
も
出
現
す
る
に
至
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　
－
」
の
よ
う
た
背
景
の
も
と
に
ス
ー
パ
ー
が
急
速
に
の
び
て
き
た
わ
げ
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
、
一
般
小
売
店
が
恐
怖
を
い
だ
く
の
も
当
然

で
、
そ
の
た
め
、
か
つ
て
百
貨
店
の
急
速
な
の
び
に
対
し
中
小
小
売
店
保
護
の
た
め
そ
の
活
動
に
規
制
を
加
え
る
百
貨
店
法
制
定
を
実
現

し
た
前
例
に
の
っ
と
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
ス
ー
バ
ー
規
則
法
制
定
の
要
望
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
、
と
こ
ろ
が
、
、
」
の
四
月
に
、
産
業

合
記
化
審
議
会
流
通
都
会
は
、
そ
の
答
申
と
し
て
ス
ー
パ
ー
を
規
制
せ
ず
と
い
う
こ
と
を
発
表
し
た
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
る
か
、
一
方
に

百
貨
店
法
を
も
ち
た
が
ら
、
他
方
で
は
ス
ー
パ
ー
規
制
せ
ず
と
い
う
の
に
方
手
落
で
は
な
い
か
と
み
る
む
き
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
つ
ぎ
に

述
べ
る
よ
う
に
、
政
府
の
中
小
企
業
政
策
に
百
八
十
度
の
転
換
が
み
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
流
通
近
代
化
が
間
題
と
し
て
、
と
り
あ
げ
ら

㈱
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れ
る
に
至
っ
て
き
た
の
も
、
同
じ
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
，
か
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
項
を
あ
ら
た
め
て
つ
ぎ
に
論
じ
た
い
。

三

132

　
百
貨
店
法
欄
定
当
時
に
お
い
て
は
、
大
企
業
と
中
小
企
業
と
の
ま
さ
つ
を
如
何
に
し
て
解
決
す
る
か
、
そ
れ
に
は
、
大
企
業
に
若
干
の

足
ぶ
み
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
多
い
中
小
企
業
の
保
護
救
済
を
図
ろ
う
と
い
う
施
策
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
が
、
今
日
に
お
い
て

は
一
こ
の
よ
う
た
中
小
企
業
対
策
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
事
態
が
現
出
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
資
料
⑬
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
日
本
の
商
業
に
お

い
て
は
小
規
模
店
ほ
ど
効
率
が
わ
る
い
、
た
と
え
昭
和
三
十
五
年
の
小
売
業
に
お
い
て
従
業
員
四
人
の
と
こ
ろ
は
、
月
間
販
売
高
四
三
万
二

千
門
（
一
人
当
り
販
売
額
一
〇
万
八
千
円
x
四
人
）
に
対
し
、
従
業
員
二
人
の
と
こ
ろ
は
月
問
販
売
高
十
三
万
門
（
一
人
当
り
販
売
額
六

万
五
千
門
×
二
人
）
だ
か
ら
、
も
う
一
店
従
業
員
二
人
の
と
こ
ろ
を
と
っ
て
み
る
と
、
従
業
員
四
人
、
経
営
者
二
人
の
場
合
に
十
三
万
円

と
十
三
万
円
・
つ
ま
り
二
十
六
万
円
販
売
す
る
こ
と
に
た
る
が
、
四
人
従
業
員
、
経
営
者
一
人
の
と
、
」
ろ
で
は
四
三
万
二
千
円
、
、
潅
り
、

は
る
か
に
後
者
の
方
が
生
産
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
日
本
に
お
い
て
は
小
規
模
店
ほ
ど
生
産
性
が
低
い
こ
と
が
卸
で
も
小

売
で
も
言
え
る
。
と
－
」
ろ
が
、
昭
和
三
十
五
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
小
売
店
に
お
い
て
は
従
業
員
一
人
当
り
七
十
万
円
で
あ
る
が
（
そ

の
金
額
が
目
本
の
七
借
に
相
当
す
る
こ
と
は
別
に
生
産
性
の
間
題
と
は
関
係
た
い
、
所
得
の
高
い
ア
メ
リ
カ
と
低
い
目
本
で
は
販
売
一
目
同
に

差
が
あ
る
の
は
当
然
）
、
従
業
員
数
の
多
い
と
一
」
ろ
、
少
な
い
と
こ
ろ
い
づ
れ
を
と
っ
て
み
て
も
、
ほ
と
ん
ど
七
十
万
円
前
後
で
大
差
な

い
、
つ
ま
り
生
産
性
に
か
わ
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
目
本
の
場
合
は
、
効
率
の
よ
い
大
企
業
（
た
と
え
ぱ
百
貨
店
）
の
自
由
な
活
動
を
お
さ
え
て
中
小
企
業
の
救
済
に
当
っ
て
き
た
が
、
そ

の
こ
と
は
、
消
費
者
に
は
不
利
だ
と
い
う
－
」
と
で
あ
る
。
消
費
者
物
価
を
上
昇
さ
せ
る
要
因
と
は
な
っ
て
も
、
低
減
さ
せ
る
こ
と
に
ぱ
な

ら
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
今
目
の
政
府
は
、
所
得
借
増
政
策
達
成
の
た
め
に
、
諸
種
の
施
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
所
得
倍
増
以
前
に
物
価

40？
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借
増
に
た
る
で
あ
ろ
う
と
い
っ
た
強
い
批
判
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
、
そ
の
た
め
、
政
府
は
消
費
者
利
益
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な

事
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
効
率
よ
い
大
企
業
に
足
ぶ
み
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
中
小
企
業
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
者
に
プ
一
フ
ス
、
し
か
も
中
小
企
業
に
も
ブ
ラ
ス
、
こ
の
よ
う
な
政
策
こ
そ
、
中
小
企
業
対
策
の
あ
る
べ
き
姿
で

あ
る
と
い
う
の
か
最
近
の
考
え
方
と
な
っ
て
き
た
。
中
小
企
業
対
策
に
百
八
十
度
の
転
換
が
み
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
そ
の
た
め
で
あ

る
。
か
つ
て
の
百
貨
店
法
制
定
当
時
は
、
間
題
を
あ
く
ま
で
も
企
業
間
の
あ
つ
れ
き
解
消
と
い
う
形
で
中
小
企
業
対
策
が
と
り
あ
げ
ら
れ

た
が
、
現
在
で
は
、
消
費
者
利
益
を
加
え
て
、
よ
り
ひ
ろ
く
国
民
経
済
的
観
点
か
ら
中
小
企
業
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
げ

で
、
後
向
き
の
施
策
か
ら
前
向
き
の
施
策
に
か
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
消
費
者
利
益
を
重
視
す
る
消
費
者
行
政
へ
の
関
心
は
、
一
般
の
消
費
者
運
動
と
と
も
に
高
ま
っ
て
き
て
、
経
済
企
画
庁
に
お
い
て
は
国

民
生
活
向
上
対
策
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
企
画
庁
長
官
の
諮
問
と
し
て
昭
型
二
十
六
年
十
二
月
八
目
に
「
経
済
の
成
長
発
展
な
ら
び
に
技

術
の
革
新
に
伴
う
消
費
生
活
の
多
様
化
傾
向
、
新
し
い
消
費
物
資
の
出
現
、
販
売
競
争
の
激
化
な
ど
に
対
処
し
、
消
費
者
保
護
の
た
め
に

と
る
べ
き
対
策
の
基
本
的
方
向
」
、
を
検
討
す
る
こ
と
が
間
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
た
め
同
審
議
会
は
消
費
者
保
護
部
会
（
筆

者
が
そ
の
都
会
長
）
が
設
げ
ら
れ
た
、
同
部
会
は
十
数
回
に
わ
た
る
研
究
の
結
果
、
昨
年
六
月
十
五
目
に
、
そ
の
消
費
者
行
政
の
あ
る
べ

き
姿
を
答
申
と
し
て
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
消
費
老
利
益
の
重
視
を
念
頭
に
お
い
て
消
費
者
行
政
へ
の
関
心
は
前
述
の
よ
う
に
、
中

小
企
業
対
策
に
も
百
八
十
度
の
転
換
を
要
請
す
る
に
至
っ
た
わ
け
で
、
昨
年
七
月
に
中
小
企
業
基
本
法
の
制
定
を
み
る
に
至
っ
た
の
も
右

の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
と
同
時
に
、
ス
ー
バ
ー
を
規
別
せ
ず
と
言
う
考
え
が
、
通
産
省
の
産
業
合
理
化
審
議
会
流
通
部
会
で
発
表
き
れ
た

の
も
同
じ
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
健
全
な
ス
ー
パ
ー
が
あ
れ
ぱ
、
む
し
ろ
、
よ
り
安
く
、
よ
り
消
費
老
に
プ
ラ
ス
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
規
制

す
る
の
は
消
費
老
行
政
の
と
り
あ
げ
ら
れ
る
今
日
に
お
い
て
は
時
代
遡
行
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
影
響
を
う
け
る
小
売
店
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に
対
し
て
は
、
よ
り
合
い
ス
ー
バ
ー
の
設
立
を
す
す
め
て
、
こ
れ
に
対
抗
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。
そ
の
た
め
の
経
営

指
導
、
ま
た
資
金
的
援
助
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
基
本
法
に
よ
っ
て
政
府
は
協
業
化
資
金
を
無
利
子
、
無
担
保
で
提
供
し
、
中
小
企
業

指
導
セ
ソ
タ
ー
（
政
府
設
立
）
の
指
導
を
お
し
む
も
の
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
こ
と
は
不
健
全
な
乱
売
ス

ー
パ
ー
を
育
成
強
化
せ
ん
と
す
る
意
味
で
は
な
い
、
前
記
の
産
業
合
理
化
審
議
会
流
通
部
会
の
「
ス
ー
パ
！
マ
ー
ケ
ヅ
ト
に
関
す
る
報

告
」
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
こ
の
間
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

　
「
乱
売
間
題
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
増
加
以
前
か
ら
医
薬
品
等
一
部
の
商
品
に
生
じ
て
お
り
、
乱
売
が
間
題
と
放
る
の
は
ス
ー
バ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
乱
売
を
ひ
と
ま
ず
『
仕
入
原
価
を
割
っ
て
販
売
す
る
こ
と
』
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ぽ
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
ロ
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
販
売
さ
れ
る
商
品
の
中
に
は
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
も
か
な
り
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、

多
く
は
割
引
販
売
で
あ
る
に
せ
よ
コ
ス
ト
割
れ
に
な
る
ほ
ど
の
極
端
な
デ
ィ
ス
カ
ウ
ソ
タ
ー
を
行
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ヅ
ト
が
新
し
い
小
売
形
態
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
一
般
的
営
業
政
策
か
ら
し
て
他
の
小
売
商
よ
り
も
乱
売
に
走
り
や
す
い

性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
現
在
に
お
い
て
も
、
他
の
不
公
正
取
引
問
題
等
と
と
も
に
独
占
禁

止
法
の
敢
締
り
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
が
、
流
通
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
の
あ
る
不
当
な
乱
売
行
為
に
つ
い
て
は
そ
の
一
層
厳
格
な
運
用

と
、
よ
り
迅
遠
な
間
題
の
処
理
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
小
売
商
業
調
整
特
別
措
置
法
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
、
お
よ
び
調
停
が
積
極

的
に
活
用
さ
れ
る
｝
」
と
が
望
ま
れ
る
。
L

　
と
こ
ろ
が
、
い
ま
ま
で
に
、
、
売
商
業
調
整
特
別
措
置
法
が
成
立
し
た
昭
和
三
十
四
年
よ
り
、
そ
の
活
用
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
お
よ
び
調
停

が
な
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
一
回
も
な
い
。
し
か
も
、
ス
ー
パ
ー
規
制
法
を
つ
く
れ
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
づ
こ
れ
が
稜
極
的
活
用
以
後
に

お
い
て
事
態
を
見
守
っ
て
か
ら
で
も
お
そ
く
な
い
と
す
る
見
方
を
流
通
部
会
と
し
て
は
と
っ
た
わ
け
で
筆
者
も
賛
成
で
あ
る
。
意
欲
的
に

発
展
せ
ん
と
L
、
し
か
も
消
費
者
利
益
と
合
致
す
る
も
の
を
か
ん
た
ん
に
法
律
で
押
え
る
の
は
お
か
し
い
。
そ
れ
ら
の
発
展
に
よ
り
影
響
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を
う
け
る
も
の
に
対
し
、
ま
づ
前
向
の
合
理
化
が
意
欲
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
そ
れ
で
も
な
お
且
聞
題
が
あ
る
と
き
に
は
じ
め

て
法
律
の
規
欄
を
と
り
あ
げ
る
－
」
と
が
の
ぞ
ま
し
い
、
し
か
も
、
そ
の
た
め
に
、
中
小
企
業
に
対
し
、
政
府
と
し
て
に
指
導
セ
ソ
タ
ー
の
活

用
、
協
業
化
近
代
化
資
金
の
活
用
を
す
す
め
て
経
営
に
お
け
る
質
量
い
づ
れ
の
面
か
ら
も
援
助
を
お
し
む
も
の
で
は
た
い
と
い
う
の
で
あ

る
。
か
つ
て
の
よ
う
に
、
た
と
え
経
営
合
理
化
の
意
欲
が
な
く
と
も
、
す
べ
て
の
中
小
企
業
を
政
府
が
保
護
せ
ん
と
す
る
の
で
は
な
い
。

意
欲
的
な
中
小
企
業
に
、
よ
り
効
率
的
な
経
営
を
期
待
し
て
、
大
企
業
に
対
抗
す
る
と
同
時
に
、
消
費
者
利
益
に
貢
献
し
て
そ
の
発
展
を

の
ぞ
む
の
が
、
昨
年
か
ら
の
中
小
企
業
対
策
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
線
に
沿
っ
て
ス
ー
パ
ー
－
規
制
に
関
し
て
も
解
答
を
だ
し
た
わ

け
で
あ
る
。
中
小
企
業
基
本
法
の
活
周
に
よ
リ
、
こ
れ
か
ら
中
小
企
業
の
近
代
化
が
促
進
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
そ
の
た
め
一
」
前
述
の
よ
う
な

指
導
で
ソ
タ
i
へ
の
出
資
、
補
助
、
診
断
指
導
の
強
化
、
商
店
街
近
代
化
資
金
、
小
売
商
業
店
舗
共
同
化
資
金
な
ど
の
増
額
が
み
ら
れ
一
、
い

る
。
右
の
よ
う
に
流
通
近
代
化
が
政
府
の
手
に
よ
り
か
な
り
提
進
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
協
業
化
、

達
鎮
化
が
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
小
売
店
が
た
と
え
小
規
模
で
も
、
日
本
の
こ
れ
ら
に
く
ら
べ
、
大
規
模
店
に

対
し
、
効
率
が
わ
る
く
た
い
の
は
ひ
と
つ
に
は
、
大
企
業
に
出
来
な
い
こ
と
を
や
っ
て
ゆ
く
と
い
う
意
欲
的
な
経
営
態
度
と
、
も
う
一
つ

は
、
共
岡
仕
入
な
ど
の
連
鎖
化
、
協
業
化
に
よ
り
実
質
的
に
は
大
規
模
店
と
同
様
の
仕
入
、
販
売
の
合
理
化
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
ト
」
ろ

こ
、
そ
の
の
び
が
あ
る
わ
け
で
、
日
本
で
も
そ
の
よ
う
な
方
向
が
、
二
れ
か
ら
政
府
の
施
策
で
徐
々
に
で
は
あ
る
が
実
現
さ
れ
る
と
み
た

い
，
そ
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
共
同
仕
入
機
関
の
設
置
、
ポ
ラ
ソ
タ
リ
ー
チ
＝
イ
ソ
の
発
展
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
予
想
す
る
も
の

で
、
現
に
、
百
貨
店
や
大
規
模
店
で
仙
」
、
共
同
仕
入
穣
構
の
設
置
を
い
そ
い
で
い
る
。
そ
れ
を
政
府
が
申
小
企
業
｝
」
も
金
融
上
の
恩
典
カ
、

経
営
指
導
に
よ
り
促
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
協
業
化
が
進
展
す
る
と
み
た
い
、
そ
の
場
合
た
と
え
ば
小
売
店
の
共
同
仕
入

機
関
の
設
立
は
、
実
質
的
に
は
卸
商
を
抜
い
て
メ
ー
カ
ー
と
小
売
店
が
む
す
び
つ
く
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
れ
は
小
売
店
が
卸
商
の
機
能

を
代
っ
て
行
な
う
と
み
て
よ
い
。
そ
九
は
飯
売
競
争
で
言
え
ぽ
、
前
述
の
水
平
的
競
争
（
同
業
同
士
の
競
争
）
に
対
し
、
垂
直
的
競
争
と
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よ
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
遇
去
数
年
聞
に
流
通
革
命
と
し
て
さ
わ
が
れ
た
中
心
テ
ー
マ
は
さ
き
の
イ
ソ
タ
ー
タ
イ
プ
競
争
で
あ
っ
た
。
工
、
れ
は
、
表
面
的
一
」
取
該

商
品
の
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
派
手
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
・
、
－
な
ど
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、
こ
の
垂
直
的
競
争
は
表
面
的
変

化
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
内
部
的
変
化
で
、
地
味
な
動
き
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
流
通
革
命
の
主
流
が
、
こ
の
垂
直
的
競
争
に

重
点
を
移
行
す
る
と
み
た
い
。

　
政
府
は
、
所
得
倍
増
計
画
達
成
の
た
め
の
、
基
本
方
針
は
変
更
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
た
だ
、
い
ま
ま
で
の
実
綾
か
ら
み
て

大
企
業
を
中
心
に
そ
の
計
画
が
達
成
さ
れ
て
き
て
お
り
、
中
小
企
業
と
農
業
の
近
代
化
に
お
く
れ
が
で
て
き
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
倍
増
政
策
の
重
点
は
、
こ
れ
ら
中
小
企
業
と
農
業
の
近
代
化
に
お
く
と
い
う
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
意

味
で
、
中
小
企
業
基
本
法
、
農
業
基
本
法
の
運
用
が
重
視
さ
れ
て
く
る
と
言
え
よ
う
。
も
っ
と
も
中
ハ
企
業
の
近
代
化
と
言
っ
て
も
と
く

に
流
通
部
門
に
中
小
企
業
が
多
く
、
そ
の
お
く
れ
が
目
立
っ
て
お
り
、
消
費
者
物
価
を
高
騰
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
通
産
省
は
「
消
費
財
の
流
通
機
構
」
調
査
結
果
を
、
こ
の
五
月
に
発
表
し
て
、
「
生
産
コ
ス
ト
と
流
通
コ
ス
ト
の
割
合
は
、
五
対

五
で
あ
り
、
し
か
も
流
通
コ
ス
ト
の
高
騰
に
は
、
流
通
部
門
企
業
の
零
細
小
規
模
が
原
因
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
規
模
の
適
正
化
が
は
か
ら

れ
る
必
要
が
あ
つ
て
と
く
に
、
小
売
商
に
つ
い
て
み
れ
ぱ
、
そ
の
規
模
の
零
細
な
こ
と
が
取
引
形
態
の
近
代
化
を
遅
ら
せ
て
い
る
か
ら
、

検
討
を
要
す
る
」
と
し
て
、
意
欲
的
な
中
小
企
業
に
、
そ
の
近
代
化
を
期
待
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
昭
型
二
十
五
年
と
昭
和
三
十
七
年

の
「
商
業
統
計
調
査
」
で
は
、
小
売
の
販
売
高
に
お
い
て
四
、
三
一
五
、
三
八
七
百
万
円
か
ら
六
、
二
二
三
、
〇
九
六
円
と
増
加
し
た
の
に
対

し
、
店
舗
数
は
い
ま
ま
で
の
よ
う
な
長
年
の
の
び
傾
向
か
ら
、
は
じ
め
て
減
少
を
示
し
、
一
、
二
八
八
、
二
九
二
軒
か
ら
一
、
二
七
三
、
九

四
五
軒
へ
と
約
一
万
五
千
軒
へ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
卸
に
お
い
て
も
同
じ
く
五
千
軒
へ
っ
て
い
る
）
、
－
」
の
煩
向
に
拍
車
を
加
え

る
の
が
中
小
企
業
基
本
法
に
も
と
づ
く
一
連
の
中
小
企
業
対
策
と
考
え
ら
れ
る
が
そ
の
意
味
で
、
流
通
機
構
の
変
革
は
む
し
ろ
、
こ
れ
か
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ら
に
閲
題
が
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
筆
者
は
、
販
売
競
争
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
H
水
平
的
競
争
⇔
イ
ン
タ
ー
タ
イ
プ
で
競
争
、
臼
垂
直
的
競
争
の
三
つ
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
以
上
の
よ
う
に
、
日
本
の
流
通
業
界
に
お
い
て
は
、
そ
の
重
点
が
次
第
に
o
か
ら
⇔
、
o
か
ら
嘗
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
よ
う
に
患

わ
れ
る
、
そ
の
点
こ
れ
か
ら
の
流
通
業
界
で
は
、
そ
の
事
態
の
推
移
を
、
冷
静
に
見
守
り
、
そ
の
将
来
の
方
向
を
見
失
わ
た
い
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
「
流
通
革
命
論
」
の
展
開
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
さ
わ
が
し
い
ブ
ー
ム
的
と
り
あ
げ
方
は
、
こ
れ
か
ら
少
な
く
た
る
こ
と
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
こ
と
は
流
通
革
命
が
お
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
た
く
、
む
し
ろ
、
業
界
に
は
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
変
化
が
右
の
よ
う

な
形
で
進
展
し
て
く
る
と
い
い
た
い
。
最
後
に
政
府
や
業
界
に
要
望
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
コ
ソ
バ
ー
ス
教
授
の
研
究

に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
遇
去
四
十
年
間
に
生
産
コ
ス
ト
と
流
通
コ
ス
ト
は
四
対
六
で
と
か
わ
り
が
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
こ
と

は
、
生
産
部
門
の
合
理
化
と
流
通
部
門
の
そ
れ
と
の
テ
ソ
ポ
が
同
一
歩
調
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
つ
ぎ
の
十
七

項
目
を
あ
げ
て
い
る
。
（
詳
細
は
拙
著
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入
門
一
六
一
頁
以
下
昭
和
三
士
二
年
版
）

　
α
　
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
店
の
発
展

　
到
　
消
費
者
に
よ
る
購
買
単
位
量
の
増
加

　
③
　
流
通
機
構
の
整
備
、
つ
ま
り
売
買
回
数
を
低
減
さ
せ
る
統
合
会
杜
の
出
現

　
④
　
重
量
貨
車
の
繰
達

　
⑤
　
迅
速
貨
車
の
出
現

　
6
）
　
貨
物
荷
さ
ぼ
き
所
の
改
員

　
ω
　
ト
ラ
ヅ
ク
輸
送
の
発
達
に
、
－
一
る
販
売
経
路
の
短
汽

　
8
　
荷
造
包
装
費
の
低
減
と
、
配
達
の
迅
速
化

412



237

　
⑨
　
倉
庫
内
に
お
け
る
機
械
荷
役
の
発
達
、
た
と
え
ぱ
フ
ォ
ー
ク
リ
ヅ
ト
・
パ
レ
フ
ト
の
利
用

　
α
o
　
平
屋
建
倉
庫
の
発
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
⑪
　
フ
イ
ル
ド
倉
庫
の
発
達

　
⑫
会
計
機
の
改
良

　
⑱
　
小
売
商
経
営
の
卸
機
関
の
発
達

　
⑭
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
・
リ
サ
ー
手
の
発
達
、
そ
れ
に
よ
る
販
売
・
広
告
費
の
冗
費
節
減

　
⑮
　
現
金
持
帰
り
卸
商
の
ご
と
き
単
純
機
能
の
卸
商
の
出
現

　
⑯
　
隔
目
に
ミ
ル
ク
を
配
達
す
る
よ
う
た
消
費
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
減

　
㈹
競
争
の
激
化

　
流
通
機
能
は
、
言
う
ま
で
も
た
く
生
産
と
消
費
の
場
所
的
、
時
間
的
、
人
的
へ
だ
た
り
を
克
服
す
る
も
の
と
し
て
、
輸
送
、
保
管
、
売

買
機
能
が
あ
る
が
、
日
本
の
流
通
革
命
や
流
通
近
代
化
と
L
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
は
、
い
ま
ま
で
売
買
に
む
す
び
つ
く
卸
、
小

売
機
関
の
変
革
が
中
心
で
あ
っ
た
。
が
、
前
述
の
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ー
ス
で
も
わ
か
る
よ
う
に
（
④
か
ら
⑪
ま
で
）
輸
送
．
保
管
と
い
っ

た
、
い
は
ゆ
る
物
理
的
移
動
に
関
す
る
近
代
化
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
断
方
的
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
検
討
が

な
さ
れ
て
は
き
た
が
、
ま
だ
体
系
的
な
研
究
は
す
す
ん
で
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
流
通
近
代
化
は
、
ア
メ
リ
カ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

右
の
よ
う
な
物
理
的
移
動
に
関
す
る
近
代
化
を
伴
わ
た
い
と
き
に
は
、
い
か
に
卸
・
小
売
機
構
の
変
革
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
も
、
そ
れ
は

大
き
な
効
果
を
期
待
で
き
な
い
と
言
え
よ
う
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
鉄
道
と
ト
ラ
ヅ
ク
の
幸
福
た
緒
婚
」
と
い
わ
れ
る
ピ
ギ
ー
バ
ヅ
ク
方
式

に
よ
る
共
同
輸
送
が
目
下
盛
ん
で
あ
る
が
、
船
と
ト
ラ
ッ
ク
と
の
間
に
お
け
る
フ
ィ
シ
ュ
バ
ヅ
ク
方
式
と
よ
ぱ
れ
る
の
も
同
じ
煩
向
で
、

こ
れ
ら
を
日
本
に
も
い
か
に
展
開
さ
せ
る
か
、
こ
れ
は
共
同
仕
入
や
寄
り
合
い
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
協
業
化
以
上
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
テ
ー
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マ
で
あ
る
こ
と
を
申
添
へ
た
い
。
（
こ
の
間
題
に
関
し
て
の
具
体
的
意
見
は
別
の
場
合
に
述
べ
た
い
）
。
以
上
、
本
論
で
は
、
流
通
革
命
論

展
開
の
背
景
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
に
販
売
競
争
の
三
つ
の
タ
イ
プ
が
次
第
に
推
移
し
て
ゆ
く
遇
程
を
の
べ
た
が
、
結
論
と
し
て
、
現
在
で

は
国
民
経
済
的
要
講
と
し
て
流
通
近
代
化
を
と
り
あ
げ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
必
然
性
を
論
述
し
た
、
と
同
時
に
、
そ
の
場
合
に
お
い
て
、
単
に
商

業
機
構
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
げ
で
な
く
、
物
理
的
移
動
に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
忘
れ
て
は
、
そ
の
解
決
が
完
ぺ
き
を
期
し
得
な
い
こ
と

を
間
題
と
し
て
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
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資料（13） 目本の商

計」・売業

人
人
人
人
人
人
上
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～
人

1
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5
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0
　
0

　
　
　
　
1
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o
　
5

賓売柔■　計

　　　．1～2人

　　　13～4人
　　　r5～9人
　　　i10～19ノ㌧

　　　！20～29人

　　　！30～49ノ㌧

　　　＝50人以上

合　討1　計
11～。人

　3～4人
15～9人

1l1二11文

130～49人
150人以上

三重産省調
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